
大

鏡

著

作

の
文

学

史

的

意
義

増

淵

勝

一

一

平
安
朝

院
政

期

に
出
現
し
た

『
栄
花
物
語
』
と

『大
鏡
』
と
が
、

日
本
文
学

史
上
に
極
め

て
意
義
あ

る
転
機
を
も
た
ら

し
た
こ
と

は
周
知

の
事
実

で
あ

る
。

従
来

の
国
史
と
作
り
物
語
と

に
多
分

の
素
地
を
得

て
い
な

が
ら
、

そ
の
い
ず

れ

に
も
偏
せ

ぬ
如
ぎ

「
歴
史
物
語
」
と

い
う
新
し

い
ジ
ヤ

ソ
ル
を
創
始

し
、
国
史

と
作

り
物

語
と
の
衰
退

を
し
り
め
に
、
後
代
、

『
今

鏡
』

『
水
鏡

』
『増
鏡
』

等

の
い
わ
ゆ

る

「
鏡
物
」

と
称
さ
れ

る

「
歴
史
物
語
」

と
か
、
『月

の
行
方
』

『
池

の
藻
屑
』

等

の

「
擬
歴
史
物

語
」
を
生

ぜ
し

め
、

あ

る
い
は
、

『
宝
物
集
』

『無
名
草
子
』

『野
守
鏡
』
等

の

「評
論
文
学
」

に
大
き

な
影
響

を
与

え
た
功

績

は
偉
大

と
言
わ
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

ま
た
、

同
時
代

に
流
行

し
た

『打
聞

集
』

『宇
治
大
納
言
物
語
』

『古
本
説
話
集
』
等

の

「説
話
文
学
」

と
相

互
影

響
す

る
も

の
も
多
く
、
中
世

の

『愚
管
抄
』

『神
皇

正
統
記
』
等

の
如
き

「史

論
書
」

に
与
え

た
影
響
も
少

な
く

は
な

か

っ
た
調
卜
胡
熾
黜
讌
齷
頃
勒
蒲
齢
)講

畑
轄
塲

鉱
翻
糠
鮎
瀬
。

し
か
し
な
が
ら
、

同
じ

「
歴
史

物
語
」

の
始
祖

で
あ
り
、

そ
の
主

題

の
時
所
位
も

同

一
の
道
長
時
代

と
摂
関
貴
族
社
会

と
に
求

め

つ
つ
も
、

こ
れ

ら

両
書

に
は
文
学
史

的
に
見
て
、
著

し

い
相
違

の
あ

る
こ
と
を
認

め
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。
す

な
わ
ち
、

『
栄
花

物
語
』

が
甚
だ
女
流
文

芸

の
系
統
を
引
く

の

に
対

し
、

『大
鏡
』

が
こ
れ
に
何

ら
追
従
し
て
お
ら
ぬ
と

い
う
点
で
あ

る
。

『栄
花

物
語
』

が
女

房
日
記
の
類

を
資

料
と
し
て
、

『
源
氏
物
語
』

に
倣

い

つ
つ
著
作

さ
れ

た
も

の
で
あ

る
こ
と
は
、
岡

一
男
先

生
の
早
く
考

察
さ
れ
て
お

る
と
ξ

で
あ
る
之

韃

纛

盤

輳

購

噸・」
(『日
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
摂
関

家

に
関
係
す

る
女
房
達

に
よ

っ
て
著
わ

さ
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
も
確
か
な
よ
う

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
文
章

は
た
お
や

か
で
、
あ

は
れ
を
旨

と
し
、

「
六
国

史
」

に

つ
ぐ
歴
史
的
実
録
を
標
榜

し
な

が
ら
も
、

そ
の
実
、
冠
婚

葬
祭

を
主
写

し
、
単
調
平
板

に
流
れ
、
藤
氏
執
政
を

た
だ
限
り
な
く

め
で
た
く
描
出

し
て
い

る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ

る
。

こ
れ

に
反
し
、

『大
鏡
』

は
、
道
長

の
栄
花
を
追
慕
賞
賛

し

つ
つ
も
、
摂
関

政
治
に
は
批
判
的
な
院
政
者
流
の
思
想
の
持
主
の
手
に
成

っ
た
ら
し
く
塑
鏤

鉱
細
牀
點
瀬
、
藤
氏
執
政
を

ユ
ー
モ
ア
と
ア

イ

ロ
ニ
ー
と
ク

リ
テ

ィ
シ
ズ
ム
と
を

混
え

て
物
語

っ
て
お
り
、
用
語
や
文
体
も
簡
潔

で
歯

切
れ

よ
く
、
少

な
く

と
も

『栄
花
物
語
』

に
追
従

し
て
る
気
配

は
さ
ら

に
な
い
の
で
あ

る
。
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・
と

こ
ろ
で
、

『大
鏡
』

は

『栄
花

物
語
』

を
主
要
な
材
料
と
し
て
作
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
確

か
な

よ
う
で
あ

る
が
竏
㎝
黻
黯
祇
仙
コ
述
防
椣
誚
鰔
、
肝
心

の
源

泉
た

る
『
栄
花
物
語
』
に
つ
い
て

一
言
も

ふ
れ

て
い
な

い
の
は
注

目
す
べ
き

こ
と

で
あ

る
。
『
源
氏

物
語
』

が
影
響

を
受
け
た

『
宇
津
保
物
語
』
や

『
伊
勢
物
語
』

に

つ
い
て
ふ
れ
、

『
狭
衣
物
語
』

や

『と
り

か

へ
ば
や
』

に

『源
氏
物
語
』

の

影
響

の
徴
証

を
見

い
だ
す

の
は
さ
ほ
ど
困
難
で

は
な

い
。
何
よ
り
も
、
『
大
鏡
』

と

『
今
鏡
』

『
水
鏡
』

『
増
鏡
』

等
と

の
影
響
関
係
を
思

い
出
し

て
み
れ
ば

よ

い

。

単
に

『
栄
花
物
語
』

に
追
従
し

て
い
な

い
と

か
、
対
照
的

で
あ

る
と

か
い

う

一
言
だ

け
で
は
片
付
け
ら
れ

ぬ
も

の
を
感
ず

る
の
で
あ

る
。
と

い
う
の
は
、

『栄
花

物
語
』

か
ら
と
同
様
に
、

結
構
や
内
容
面
で
、

か
な
り

の
影
響
を
受
け

た
ど
思
わ
れ

る

『源
氏

物
語
』

に

つ
い
て
も
、

『大

鏡
』

は
、
や

は
り
、
何

の

断
わ
り
書
き
を

し
て
い
な
、い
と
い
う
事

実
が
思

い
合
わ
さ
れ

る
か
ら
で
あ

る
。

.
『大
鏡
』

の
芝
居
掛
り
の
結
構
は
、
『
源
氏
物
語
』

の

「
雨
夜

の
品
定

め
」
に

も
依

拠
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
五
十
嵐
力
博
士
が
早
く
指
摘
さ
れ

た
と
こ
ろ

で
あ
る

-爨

謬

(薪
潮
社

第
五
巻
)『日
。
ま

た
、
鈴
杢

養

は

『大
鏡
』

を
は
じ

め

と
す

る
歴
史
物
語

の
持

つ
物
語
性

は

『源
氏
物
語
』

に
直
接

の
源
泉

を
求

め
る

べ
き

で
あ

る
ろ
う

と
言
わ

れ

鱈
秩
聯
秘
議
玳
敦
鮮
堂

『国
文
月
号
)
、

峯

村

戊

人

氏

も
、

「
『
源
氏
物
語
』

に
ま

で
高

め
ら

れ
た
物
語
文
芸

が
前

に
な
く

て
は
、

『大

鏡
』

、

の
文
芸
性

は
見
ら

れ
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
」

と
述
べ
ら
れ
た

飢
欧
磯
吻
諫
離
墨
聚
。

さ
ら

に
石
川
徹
氏

は
ヤ

『大
鏡
』

の
批
判
精
神

が
、

『源
氏

物
語
』

の
持

つ
評

論
的
方
面
を
受
け
継

い
だ
も

の
と
考
え
ら

れ
た
曙

一懿

史
稿
』。

こ
の
他
、

題
材
上
、

『
大
鏡
』
が

『源
氏

物
語
』

に
暗
示

・
影
響

を
受

け
た

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
個
所
が

い
く

つ
か
あ

る
。

(
1
)

「
後

一
条
紀
」
間

語
の
条

に
、

今
日

の
講
師

の
説
法

は
、
菩
提

の
た
め
と
お
ぼ

し
、
翁
ら
が
説
く
事
を

ば
、
日
本
紀
聞
く

と
思
す
ば

か
り
ぞ

か
し

姻
臨

讐

)
『鱗

陀

日
(
飢
p
)
。

と
あ

っ
て
、
世
継

の
翁

た
ち
が
説
く
物
語
を

「
日
本
紀
」

に
た
と
え
て

い
る
。

こ
れ
は
、

『
源
氏
物
語
』
「
螢
」
巻

の
、
有
名
な

「物

語
論
」

の
中

に
、

(
物
語
は
)
神
代

よ
り
世

に
あ

る
事
を

し
る
し
お
き
け

乃
な
な
り
。

日

本
紀
な
ど

は
只
片
そ
ば
ぞ

か
し
。

こ
れ
ら

(
物
語
)

に
こ
そ
道

々
し
く
委

し
き
事

は
あ
ら

め
。

と
、
「
日
本
紀
」
よ
り
も
物
語

に
こ
そ
人
生

と
か
社
会

と
か
の
道

理
ら
し

い
も
の

が
詳
し
く
記

し
て
あ

る
と
述

べ
る
、
こ
の
条

を
念

頭
に
置
き

、
そ
れ

へ
の
批
判
な

い
し
あ

て

つ
け
と

し
て
、
稿
を
成

し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
峯
村
文

人
氏
も
、

『大
鏡
』

の
作
者

は
、
紫
式
部

の
言

う
、
創
作

的
形
成

力
に
よ

っ
て

こ
そ
人
間

の
真
実
性
が
捉
え
ら

れ
る
と
い
う
、

「〈

物
語
V

に
よ
る
真
実
把
握

の
し
方
に

刺
激
さ

れ
、

し
か
も
、

ほ
か
な
ら
ぬ

『
日
本

紀
』

の
あ
り
方

を
深

め

る
と

い
う

こ
と
の
上
に
、
〈

物
語
V

と
同
じ
価
値
を
持

つ
表
現

の
場
を
見

い
だ
し
た

の
で

あ

る
」

と
言

わ
れ
て
い
る

謙
燭

。
両
者

の
依

拠
関
係
は
否
定

し
難

い
と
思
う
。

(
2
)

「兼
家

伝
」

の
、

三
条
院
が
仰
せ
ら
れ
た
と

い
う
逸
話
に
、
夏

の

暑

い
日
、

尚
侍
緩

子
に
、

氷
を
お
持

た
せ
に
な
り
、

「
こ
れ
し
ば
し
も
ち
た
ま

ひ
た
れ
。

ま
ろ
を
思

ひ
た
ま
は
ば
、

今
は
と

い
は
ざ

ら
む
限
り
は
、
置

き
た
ま

ふ
な
」

と
お

っ
し

ゃ
る
と
、
緩

子
は
「
か
た
の
黒
む
ま
で
こ
そ
持
ち
た
」
も
う
た

の
で
、
院

は
、

「あ

は
れ
さ
過
ぎ
て
、

う
と
ま
し
く
」
覚

え
ら
れ
た
と

い
う

の

が
あ

る
(嬲

P
)
。

こ
の
話

は

『大
鏡
』

に
の
み
伝

わ
る
も
の
で
あ

る
が
、

氷
を

高
貴

な
女
性

に
持

た
せ
る
と
い
う
話

は
、

『源

氏
物
語
』

「
蜻
蛉
」

巻

に
も
見

え

て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
蓮

の
花

の
盛
り

に
六
条

院
で
明
石
中
宮

が
法

華
八
講

を
営

ん
だ
時
、
薫

が
、
白

い
羅

を
着
け

た
女

一
宮

の
手

に
氷

を
持

ち
な
が
ら
微
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笑

さ
れ

で
い
る
の
を

か
い
ま
見

て
南

ひ
ど
く

心
打

た
れ
、
自
分

の
北
の
方

で
あ

る
女
二
宮

に
姉
宮
と
同
じ
な
り
を
さ

せ
た
上
、
氷
を
持

た
せ
て
女

一
宮
を

し
の

ぶ
け
れ

ど
も
、
到
底

そ
の
美

し
さ
に
は
及
ば
ず
、
結
局
失

望
す

る

と

い

う

話

が
そ
れ
で
あ

る
。
片
や
三
条
院
が
緩
子

に
氷
を
持

た
せ

て
、
そ

の
従
順
さ

に
う

と
ま
し
く
感
じ
ら
れ
♂
片
や
薫
が
女
二
宮
に
氷
を
持
た
せ

て
、
そ

の
女

一
宮

に

及
ば

ぬ

こ
と
に
失
望
す

る
と

い
う
わ
け
で
、

一
見
、
両
者
間

に
依
拠
関
係

は
な

い
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
け
れ
ど
も
、
命
令
↓

行
動
↓
失
望
と
展
開
す

る
話

の

推
移

は
全

く
同

一
で
あ

り
、

そ
れ
が
ど
ち
ら
も
高
貴

な
男
女
と
氷
と

の
取
り
合

わ

せ
に
よ

っ
て
行

な
わ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実

は
、

や
は
り
、

両
者

の
何
ら
か

の
関
連
を
推
測
さ

せ
る
。
殊

に
、

『源
氏

物
語
』

の
話

が
印
象
的

な
だ
け

に
、

そ
れ
が

『
大
鏡
』

の
作
者

の
創
作
欲
を
十
分
刺
激

し
た
で
あ

ろ
う

と
も
思
わ
れ

る
。
案
ず

る
に
、

『
大
鏡
』

の
逸
話
は

『源
氏
物
語
』

の
こ
の

一
条
が
参
考
さ

れ
て
構
成

さ
れ
た
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

(
3
)

『
大
鏡
』

に
は
、
当
時
の
風
潮
に
も
れ
ず

、
夢
告
と
か
占
術
と
か

の
正
当

さ
を

語

っ
た
条

が
散
見
す

る
が
、

「
雑

々
物
語
」

に
出

て
来

る

「
高
麗

人
」

は
、
繁
樹

の
翁

た
ち
が

「
二
人

長
命
」

で
あ
る
こ
と
を
看
破
し
た
上
、
そ

の
場

に
来
合
わ

せ
た
昭
宜
公

(基
経
)

の
三
人

の
君
達
、

時

平

の

お
と
ど

・

枇
杷
殿

(仲
平
)
・
貞
信
公

(忠
平
)

の
将
来

を
予
告

し
、

ま
た
、
あ

る
時

に
は

「
こ
と
さ
ら
怪

し
き
姿
」

に

つ
く

っ
た
小
野
宮
殿

(実
頼
)

に
、

た
ち
ま

ち
「
貴

臣
よ
」
と
呼
び

か
け

た
と

い
う

(謝
～
躅

P
)
。

こ
れ

は
、

『源
氏
物
語
』

「
桐

壷
」

巻
で
、

「
い
み
じ
う
忍
び

て
」

つ
か
わ
さ
れ

た
光
源
氏
を

一
見

し
た
高
麗

の
相

人
が
驚
き
あ
や
し
ん
で
、

「
国

の
親

と
な
り

て
、
帝
王

の
上
な
き
相
お
は

し
ま
す
人

の
、
そ
な
た
に
て
見
れ
ば
、
乱
れ
憂

ふ
る
こ
と
を
や
ら
む
云
々
」

と
、

後

の
将
来

を
予
言
す

る
条

か
ら
ヒ

ソ
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、

こ
う
し

た
異
朝
人

の
観
相

に

つ
い
て
は
、

『三
代
実
録
』

に
、
仁
明
天
皇
嘉
祥

二
年

(
八
四
九
)
来
貢
し
た
渤
海
国
大
使
王
文
矩
が
、
第

三
皇
子

時

康

親

王

(
光
孝
天
皇
)

の
諸
親

王
中

に
あ
ら
れ

る
の
を
拝
し

て
、
後
来
必
ず
天
位

に
登

ら
せ
給
う
至
貴

の
御
相
が
あ

る
と
語

っ
た
話
が
載

っ
て
お
り
、
『
古
事
談
』
「
第

六
」

に
は
、
醍
醐
天
皇

の
御
代
に
異
国

の
相
者
が
来
朝

し

て
、
天

皇

・
前

坊

(保
明

太
子
)
・
時
平

・
菅
公
等
を
相
し
た
話
が
記
し
て
あ

る
。
ま
た
、

『
日
本

紀
略
」
に
よ
る
と
、
渤
海
使

の
来

貢
は
、
宇

多
朝

、
寛

平
四
年
(
八
九
二
)
正
月
、

同
六
年

(
八
九
四
)

五
月
、
十

一
月
、

同
七
年

(
八
九
五
)
五
月
、
醍
醐
朝
、

延
喜

八
年

(
九
〇

八
)

正
月
、

同
二
十
年

(
九
二
〇
)

五
月
に
も
あ
り
、
な
お
、

朱
雀
朝
、
承
平
七
年

(
九
三
七
)

八
月

に
は
、
高
麗
国
牒

が
届

い
て
お
り
、
天

慶
二
年

(九
三
九
)
三
月

に
は
、
高
麗

の
使
人

を
太
宰
府

で
却
帰

し
て
お
り
、

同
五
年

(
九
四
二
)
十

一
月

に
は
、
隠
岐
国

に
新
羅

の
舟
七
艘

が
寄
着

し
て
い

る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ら

の
史
実
を
参
考

し
て
稿
を
成

し
た
か
も
知

れ
な
い

が
、
光
孝
天
皇

の
場
合
な
ど
、

『
三
代
実
録
』

の
記
録
が
、
話

と
し
て
は
面
白

く
な
る
で
あ
ろ
う
に
別
段
用

い
ら
れ

て
も

い
な

、い
か
ら
、
恐
ら
く

は
、
『
大
鏡
』

の

「高

麗
人
」

の
観

相
見

の
話

は
、

『
源
氏
物
語
』

「
桐
壷
」
巻

の
そ
れ

か
ら

ヒ

ン
ト
を
得

て
成

っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

こ
れ
ら

の
諸
例

は
、

い
ず

れ
も

『
源
氏
物
語
』

に
材
を
得
て

い
る
よ
う
で
も

あ

る
し
、
得

て
い
な
い
よ
う
で
も
あ

る
が
、

こ
れ
が

『大
鏡
』

の
作

者

一
流

の

創
作
態
度

で
あ

っ
て
、

『栄
花

物
語
』

の
場
合

と
軌

を

一
に
し
て

い
る
こ
と
は

明
ら

か
で
あ

る
。

『大
鏡
』
が

『源
氏

物
語
』

に
も
素
材

を
得

て

い
る

こ
と
は

隠

せ
ぬ
事
実

で
あ

ろ
う
。
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二

『大
鏡
』

の
こ
う
し
た
態
度

は
、

さ
ら

に
、
女
流
文
芸

一
般

に
対

し
て
の
傾

向

の
よ
う

に
思

わ
れ
る
ふ
し
が
あ

る
。

『大
鏡
』

の
素
材

は
か
な
り
の
数
に
の

ぼ

ろ
う
が
、
そ

の
う
ち
作
中

に
明
記

さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

『
伊
勢
物
語
』

(
67

・
71
P
)
、『
古

今
』

(集
)

(
97
・
珊
・
(
蠍
)
.
(
跏
)
.
謝
.
繖

.
70
P
)
、
(
醍
醐

天
皇
)

『御

集
』

(
76
P
)
、
『村

上
の
御

日
記
』

(
81
P
)
、
『
一
乗

の
法
』
(
法
華

経
)

(
92

・
嬲

P
)
、

『職
員

令
』

(
94
P
)
、
(
白
氏
)
『文

集
』

(
鵬
P
)
、

(
菅

家
)

『後
集
』

(
隨
P
l

)
、
『薬

師
経
』

(
銘
p
)
、
『
伊
勢
が
集
』
(
丗

p
)
『
後
撰
』

(集
)
(弼

・
(瀰
)
p
)
、

(
一
条
摂
政
御

集
)

『
豊
景
』
(
㎝

p
)
、

『
三
宝
絵
』

(鋸

P
)
、
「神

楽
歌
」

「
庭
燎
」

(
爛

P
)
、

(
花
山
院
)

『
御
集
』

(獅

P
)
、

『
か
げ

ろ
ふ

の
日
記
』

(
躋
P
)
、

『
維
摩
軽
』
(
鸚

P
)
、
(
貫
之
)

『集
』

(
跚

P
)
、
(大

井
河
行
幸
和
歌
)
「
序
題
」

(嬲

P
)
、
(村
上
天
皇
)

『御
集
』

(躅

P
)

等

が
あ
り
、

ま
た
、

「
日
本
紀
」

(
91
P
)
、

『千
手
院
陀
羅
尼
』

(
98
P
)
、

『
尊
勝
陀

羅
尼
』

(
備
P
)亨

『
法
華
経
』

「
方
便
品
」

(欄

P
)
、

『法
華
経
』

(
四

・
粥

P
)
、
「
蓆
阻
」

(調
P
)
、
(
般
若
)
『
心
経
』

(謝

P
)
、
「
あ
ら
田

に
お

ふ
る
」

(
嬲
P
)
、

「
求
子
」
(
躅
P
)
等

の
文

献
名
も
見
え
、

(兼
家
)

の

「
長

歌
」

(
跚
P
)
.
「
楽
府
」
、
(魏

・
嬲
P
)
、
「
申
文
」

(蹣

P
)
、

「
ふ
る
草
子
」

(蹣

P
)
、

「
古
き
御
日
記
」

(
嬲

P
)
等

の
記
述
、
あ

る
い
は
、
和
歌

.
引
歌

.

俗
諺
な
ど
も
少
な
く
な

い
。

,、

こ
の
他

に
明

記
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、
前
述

の

『
栄
花
物
語
』
『
源
氏
物
語
』

を
は
じ
め
、

『
竹
取
物
語
』

『
大
和
物
語
』

『
史
記
』
、
『
浬
槃
経
』

(
92
P
)
、

『
枕
草
子
』

(
捌
P
)
、

『
和
泉
式
部
続
集
』

(鼬

P
)
、

「
長
恨
歌
」

(隔

P
)
、

「
王
昭
君
怨
」
(
蹣

P
)
、
「
上
陽
宮
白
髪
人
」

(蹣

P
)
、

『和
漢
朗
詠
集
』

(嬲

P
)
、
古

記
録

・
系
図
等

も
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
『
今
昔
物
語
集
』

『本

朝
文
粋
』

『
江
談
抄
』

『
拾
遺
集
』

『
清
慎
公
記
』

『帝
王
編
年
記
所
拠
皇
代

記
』

『
古
事
談
所
拠
大
鏡
史
料
集
』
が
引
抄
さ

れ
て
い
る
と
す

る
説
も
あ

る

平
田
俊
春
氏

『日
太
古
典
の
o

成
立
の
研
究
』
八
三
一
頁

こ
れ
ら

『大
鏡
』
資
料
を

一
見
す

る
に
、

ω

明
示
さ
れ

て
い
る
諸
文
献

は
、
実
録

か
実

録
風

の
も

の
で
あ
る
。

ゾ

②

『大
鏡
』

の
素
材

と
し
て
明

示
さ
れ
て

い
る
女
流
文

献
は
少
な
く
、

一
方
、
明

ら
か
に
引
抄

し
て
い
る
と
思
わ
れ
な
が
ら
、

そ

の
書
名
を
伏

せ
て
い
る
女
流
文
献

は
か
な
り
あ
る
。

.

㈲

明
示

さ
れ
て
い
る
女
流
文

献
は
、
延

喜

・
天
暦

期
を
中
心
と
し
た
著

作

で
あ

り
、

明
示
さ
れ
て
い
な

い
女
流
文

献
は
、
寛
弘
期
以
降
を
中
心

と
し
て
成

っ
た
好

著
で
あ

る
。

㈲

明
示
さ
れ
て

い
る
諸
文

献
は
、
総
じ

て
村
上

・
円
融
朝
以
前

の
著
作

で
あ
る
。

と

い
う

こ
と
が
わ
か

る
。
ω

に

つ
い
て
は
、
「
序
」
お
よ
び
「
後

一
条
紀
」
間
語
条

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

『大

鏡
』
が
真
実

の
歴
史
を
述

べ
よ
う
と
し

て
、い
た
著
作

方

針
か
ら
言
え
ぱ
当
然
で
、

こ
う
し
た
実
録

(
風
)
文
献

の
明
記

に
ょ

っ
て
、

一
層
、

こ
の
物
語

の
叙
述
内
容

の
信
憑
性
を
高
め

よ
う
と
し
た

の
で
あ

る
。

こ

れ
は
今
か
ら
考
え

る
と
、

い
か

に
も
文

学
的
説
話
的
な
意
図

に
よ
る
も

の
と
し

か
思

え
ぬ
が
、

当
時

の
歴
史
概
念

の
瞹
昧
さ

か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
自
然

の
こ
と

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

『
三
代
実
録
』
や
『
日
本
紀
略
』
の
如
き
、
純
粋

た
る

記
録
書
に
お

い
て
さ
え
、
流
伝
や
伝
説

や
噂
話
等
を
見

つ
け
出
す

こ
と
が
困
難

で
な

い
時
代
な

の
で
あ

る
。

次

に
、
.
㈲
㈹

を
検

討
す

る
に
、
作
中

に
明
示
さ
れ

て
い
る
女
流
素
材

は
、
『
伊
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勢
が
集
』

と

『
か
げ

ろ
ふ
の
日
記
』

と
に
、
倫

子
や
彰

子
な
ど

の
所
出
不
明
歌

(
嬲

p
)
及
び
先
行
勅
撰
集

か
ら
引
抄

さ
れ
た
和
歌
若
干

の
み

で
あ

る
。

ま
た
、

寛
弘
期
以
降

の
名
著
作
で
あ
り
、
引
抄

の
量

か
ら
言
え
ぱ
㌦
.
男

性
文
献

に
ま
さ

る
と
も
劣
ら
ぬ
と
思
わ
れ

る
、

『
栄
花
物
語
』

『
源
氏
物
語
』

『
和
泉
式
部
続

集

』

『枕
草

子
』
等

に
関
し
て
は
何
ら
記
す
と

こ
ろ
が
な

い
。

こ
れ
は
、

『
源

氏

物
語
』

以
外

は
実
録
風

の
素
材

で
あ
り
、
ω

の
理
由
だ
け

で
は
解
釈

で
き

ぬ

問
題
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

『
大
鏡
』
は
女
流
文
献

一
般

に
対

し
て
口
を
と
ざ

し

勝
ち
な
の
で
あ
る
。

い
ま
、

『大

鏡
』

の
作
者

の
、

藤
氏

と
申

せ
ば
、

た
だ
藤
原
を
ば

さ

い
ふ
な
り
と
そ
、
人

は
お
ぽ
さ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら
む
。

さ
は
あ

れ
ど
、

も
と
す

え
知

る

こ
と
は
、

い
と
あ
り
が
た
ぎ

こ
と

な
り
。

(「
藤
原
氏

の
物
語
」
嬲

P
)

と
い
う
史
的
態
度

や
、
全

編
至
る
所

で
話

⑳
出
所

を
顕
示
し
て

い
る
こ
と
、
あ

る
い
は
、
出
典

と
し
て
、
『
伊
勢

物
語
」

『
豊
景
』

『村

上
御

日
記
』

『
古
今
集
』

『菅
家
後
集
』
等

の
男
性
著
作

は
、

必
ず

と

い

っ
て
よ

い
ほ
ど
明
記
し

て
い
る

こ
と
を
思

い
合
わ

せ
る
と
、

か
く
の
如
き

女
流
文

献
に
対

す
る
沈
黙
な

い
し

は

無
視

の
態
度

は
、
決

し
て
無
意

識
な
所
為

に
よ
る
も

の
と
は
考
え
ら
れ
な

い
の

で
あ

る
。

し
か
ら
ば
、

『大
鏡
』

の
作

者
は
、
何

故
に
、
無
関
係
で
は

い
ら
れ

ぬ

『
栄

花

物
語
」
や

『
源
氏

物
語
』
等

女
流
著
作

に
対
し
て
、
極
力
言
葉
を
慎
し

ん
で

い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
思

う
に
、
作
者

は
、

光
栄
あ
る
先
行
大
作

に
徹
底
的
に

反
抗

し
、

か

つ
批
判

し
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
.世

人

の
賞
賛
乱
れ

と
ぶ
中

で
、
沈

黙
を
守

る
こ
と
自

体
が

一
層
の
侮

辱
と
批
判
と

を
意
味
す

る
か
ら
。
も

と
も
と
男
性
的
素
材

が
多

い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
物

語

の
男
性
的
文
芸

た
る
性
格
を
強

め
て
、
独
自
性

を
発
揮

せ
し
め
て
い
る
が
、

さ
ら

に
、
女
流
文
芸
を
無
視
す

る
態
度

に
こ
そ
、

一
層
、
新

し
い
文
芸

を
創
造

し

よ
う

と
す

る

『
大
鏡
』

の
作
者

の
心
意
気

が
感

ぜ
ら

れ
る
の
で
あ

る
。

あ
る

い
は
、

『
大
鏡
』

の
作
者

は

『
源
氏
物
語
』

に
限
ら
ず
、

『
栄
花

物
語
』

や

『
枕
草
子
』
や

『
和
泉
式
部
続
集
』
等
も
、

「
作
り
物
語
」

と
い
う
風

に
き

め

つ
け
て

い
た

の
か
も
知
れ
な

い
。

な
お
、

同
じ
女
流
著
作

で
あ
り
な
が
ら
、

『
伊
勢
が
集
』
や

『
か
げ

ろ
ふ

の

日
記
」

が
は

っ
き
り
名

を
記

さ
れ
た
の
は
、
ω

及
び
ω

の
場
合

の
よ

っ
て
来

る

と
こ
ろ
と
同
様

の
理
由

に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
共
に
実

録
で
あ
り
、

『
伊
勢

が
集
』

は

『
村
上
天
皇
御
集
』

に
そ
の
存
在

が
確
認

さ
れ
る
し
、

「
か
げ
ろ

ふ

の
日
記
』

は
円
融
朝
天
元

五
年
頃

に
成
立

し
た
作

品
な

の
で
あ

る

調
添
朗
槭
離

の
基
礎
的
研
究
』
〇

二
三
〇
頁

こ
の
円
融

・
村
上
朝
以
前

の
諸
出
典
を
明
記
す

る
と
い
う
こ
と
は
、

『
栄

花

物
語
』
等

へ
の
沈
黙
と

は
正

に
逆

で
、

そ
れ
ら

の
諸
出
典

に
対
す

る
作
者

の
共

鳴
な

い
し
は
賛
嘆

の
意
志
表
示
と
考
え

る
こ
と
も

で
ぎ

よ
う
。
そ
し
て
、

こ
う

し
た
傾
向
は
、
ひ
と
え

に
、
作
者

の
、
天
暦
以
前
を
聖
代

と
考
え

る
、

世

の
中

の
か
し

こ
き
帝

の
御
た

め
し

に
、
唐
土

に

は

堯

舜

の
帝

と
申

す
。

こ
の
国
に

は
、
延
喜

・
天
暦
と

こ
そ
は
申
す

め
れ
。
延
喜

と
は
醍
醐

の
先
帝
、
天
暦
と

は
村
上

の
先
帝

の
御
事
な
り
。

(「
師
尹
伝
」
蠍

P
)

と
か
、
か
や
う
に
物

の
は
え
う

べ
う

べ
し
き
事
ど
も
も
、
天
暦

の
御
時

ま
で
な

り
。
冷
泉
院

の
御
代
に
な
り

て
こ
そ
、
さ
は

い

へ
ど
も
、
世

は
暮
れ

ふ
た

が
り
た
る
心
ち
せ
し
も

の
か
な
。
世

の
お
と
う

ふ
る
こ
と
も
、
そ

の
御
時

-よ
り
な
り
。
(
「
雑

々
物
語
」

鋤
P
)

と
い
う
史
観

か
ら
生
じ
て

い
る
と
思

わ
れ

る
。

つ
ま
り
、

『
大
鏡
」

の
作
者

に
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と

っ
て
、
天
暦
以
前

は
よ
き
時
代
な

の
で
あ
り
、
そ

こ
に
咲
き
乱
れ

た
著
作

は

物

の
は
え
う

べ
う

べ
し
ぎ
も

の
の
ひ
と

つ
な

の
で
あ

る

(『
か
げ

ろ
ふ
の
日
記
』

は
村

上
朝

の
も

の
で
は
な

い
が
、
特

に
ω

の
理
由

で
、そ
れ

か
ら

、寛
弘
期

の
作

品

と
は
区
別
さ
れ

る
か
ら
、
古
日
記
と
し

て
、
村
上
朝
以
前

の
著
作

に

一
括
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
)
。

一
方

、

道
長
時
代
は
決
し

て
よ
き
聖
代

と
は
思
わ
れ
ず
、

し
た
が

っ
て
、
作
者

は
、
そ
う
し
た
時
代

に
生

ま
れ

た
著
作

に
対

し
て
も
批
判

的

で
あ

り
、

か

つ
思

想
的
に
も
記
録
的
に
も
よ
り
正
し

い
記
述
を
伝
え

よ
う

と

自
負

し
た
に
違

い
な
か

っ
た
。
そ

の
結
果
が
ω
～
ω

の
如
き
傾
向
を
生
む

に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、

『
大
和
物
語
』
な
ど

は
そ

の
名

が
明
記
さ
れ

て
い
な

い
が
、
こ
れ
は
、
や
は
り
、
説
話
性
が
強
く
、

『
大
鏡
』

の
真
実
性
を

破

る
か
も
知

れ
ぬ
と

い
う
懸
念
か
ら
、
記
さ
れ
な

か

っ
た
も

の
か
と
思

う
。

そ
こ
で
、

『大

鏡
』
は
、
広
義

に

は
真
実

の
歴
史
を
物
語

る
と

い
う

こ
と
と
、

女
流
文
芸

一
般

へ
の
批
判

的
態
度
を
持

し
て
い
る
と
言
え

る
が
、
狭
義

に
は
前

代
寛
弘
期

の
文

芸
ー
ー

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず

女
流
文
芸

で
あ

る
が
I
I

に

対

し
て
、

そ

の
傾
向
が

一
層
強

い
と
言

い
う

る
の
で
あ

る
。

三

こ
う

し
た

『
大
鏡
』
・
に
お
け

る

『
栄
花
物
語
』

『
源
氏
物
語
」

『
枕
草
子
』

等
寛
弘
期

近
辺
の
著

作
に
対

す
る
無
言

の
姿
勢
、

つ
ま
り
前
代
女
流
文
芸
に
対

す

る

『
大
鏡
』

の
作
者

の
反
抗

的
心
意
気
は
、
ま
た

こ
の
物
語

の
主
人
公
た

る

世
継

の
翁

の
設
定

か
ら
も
推

察
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

『
栄
花
物
語
』

が
摂

関
家

に
関
係
す

る
女
房

達
の
手

に
成

り
、『
源

氏
物
語
』

が
六
条

院
や
髭
黒
大
臣

邸

の
女
房
達

の
口
誦
筆
受

風
に
構
成

さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、

『
大

鏡
』

は
世

継

.
繁
樹
両
翁

の
話
を
筆
受

し
た
こ
と
に
し
て
あ

ゐ
。

こ
れ
が

『
大
鏡
』

の
作

者

の
女
房
文
芸

へ
の
、
明
ら

か
な

反
抗
的
構
成

の
所
産

で
あ

る
こ
と
は
、

「
雑

々
物
語
』

に
、

や

ん
ご
と
な
く
も
、
又
下
り

て
も
、
間

近
く
御
簾

の
内
ば

か
り
や
、
お

ぼ

つ
か
な
さ
残
り

て
は

べ
ら
む
。
そ

れ
な
り
と
も
、

お
の
お
の
宮

、
殿
ば

ら
、
次

々
の
人

の
御
あ

た
り

に
、人

の
う
ち
聞

く
ば
か
り

の
事
は
、
女
房

・

わ
ら
は

べ
申

し
伝

へ
ぬ
や
う
や
は
は
べ
る
。
さ
れ
ば

、
そ
れ
も
不
意
に
伝

へ
承

は
ら
ず

し
も

さ
ぶ
ら
は
ず
。

さ
れ
ど
、

そ
れ
を
ぽ

、
何
と
か
は
語
り

申
さ
む
ず

る
。

た
だ
世
,に
と
り
て
、
人

の
御

耳
と
ど
め
さ
ぜ
た
ま
ひ
ぬ

べ

か
り

し
昔

の
事
ば

か
り
を
、

か
く

語
り
申
す

…
…
。

(
謝
P
)

と
あ

る
こ
と

に
よ

っ
て
も
わ

か
る
。
世
継

は
、
自
分

た
ち
の
話

が
女
房
や
童

た

ち
の
あ
り
き

た
り

の
噂

さ
話

と
は
違

っ
て
、
、

「
世
間
の
出
来

事
で
、
き

っ
と
人

々
が
お
耳
を

と
め
る
べ
き

は
ず
だ

と
思

わ
れ
た
旧
い
事
」

で
あ

る
こ
と
を
力
説

し
て
、
暗

に
、

『
栄
花

物
語
』
等

の
女
房
の
物
語
り
を
批
難

し
て
い
る

ロ
ぶ
り

で
あ

る
。

一
体
、
翁

・
嫗

の
話

な
ど
と
い
う
も
の
は
、

『大
鏡
』

の
作
者

が
記

し
て

い

る
通
り
、

「
い
と
う

る
さ
く
聞

か
ま
う
き
や
う

に
こ
そ
お
ぼ

ゆ
る
」

(
「雑

々
物

語
」
糊
～
謝

P
)

の
が
常

で
あ

る
。
そ
う

し
だ
通
念

を
破

っ
て
、
女

房
た
ち
の

語
り

に
対
抗
さ
せ
、
作
者

の
自
賛

と
も

と
れ
ぬ
こ
と
は
な

い
が
、

「
こ
れ
は
た

だ
昔
に
た
ち
返
り
あ

ひ
た

る
心
ち
し

て
、
又

々
も

い

へ
か
し
、

さ
し
い
ら

へ
ご

と
、
問
は
ま
ほ
し
き
事
多
く
、
心
も
と
な
」

(同
跏

P
)

い
気
を
起

こ
さ
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
作
者

は

一
つ
の
伏
線
を

は

っ
て
い
る
。

「序
」

に
世
継
が
語

る
、

昔

さ
か

し
き

み
か
ど
の
御

政

の
折
は
、
、
「
国

の
内
に
年
老

い
た

る
翁

・

嫗
や
あ

る
。」

と
、

召
し
尋

ね
て
、

古

の
お
き
て

の
有
様
を
問
は
せ
た
ま
r

一Z9…



ひ
て
こ
そ
、
奏
す

る
事

を
聞

し
召
し
あ

は
せ
て
、

世
の
政

は
行
は
せ
た
ま

ひ
け

れ
。

さ
れ
ば
老

い
た
る
は
、

い
と
か
し
こ
き
も
の
に
は
べ
り
。

若
き

人
達
、
な
あ

な
づ

り
ぞ
。

(
64
P
)

と

い
う
条

は
、
明
ら

か
な

「翁
」

の
権
威
付
け

で
あ

る
。

こ
の
世
継

の
言
葉
に

直
接
該
当
す

る
記
録

は
見

、い
だ

せ
ぬ
が
、

『
風
土
記

』
撰

進
の
勅
令

の
中
に
、

「
古
老

の
相
伝

ふ
る
旧
聞
遺

事
を
言
上
せ
し
め
よ
」

と

い
う
語
が
あ
り
、

『
常

陸
風

土
記
』

の
冒
頭

は
そ
の
勅

を
奉

じ
て
、

「常

陸

の
国

の
司
、
解
す
。
古
老

の
相
伝

ふ
る
旧
聞

を
申
す
事
。
国

郡
の
旧
事
を
問
ふ
に
、

古
老
答

へ
て

い

へ
ら

く
云

々
」

と
な

っ
て
い
る
。

ま
た

『
古

語
拾
遺
」

の

「序
」

に

「
蓋
聞
。

上
古

之
世
。
未

一
有

二
文
字

一
。
貴

賤
老
少
。
口
々
相
伝
。
前
言
往
行

。
存
而
不

レ
忘
。

書
契
以
来
。
不

レ
好

レ
談

レ
古
。
法

華
競

興
。

還
嗤
ご
旧
表

一
。」
と
あ
り
、

『
万

葉
集
』
巻

三
の
持
統
天
皇

と
志
斐
嫗

と
の
贈
答

歌

(
EO

7

3
～

00

0乙

2
)

に
は
、
こ

の
嫗

が
天
皇

に
う

る
さ
く
昔
話
を
奏
上

し
た
由
見

え
て
い
る
蜩
ト
嬲
蹴
性
(驫
效
戦
響
勵
醗

唱一肝
肛
誓
+
。

さ
ら

に
、

『
古
事
記
』
中
巻

「
景
行

紀
」

に
も
、
倭

建
命
と
御

火

焼

の
老
人

と
の

「新
治
筑
波

を
過
ぎ

て
、
幾
夜

か
寝

つ
る
。

か
か
な

べ
て
夜

に

は
九
夜
日

に
は
十

日
を

。」

と
い
う
唱
和

が
あ

り
、

老
人

は
そ
の
功
に
よ

っ
て

東

の
国

の
造

に
な

っ
た

と

あ

る
。

ま
た

『
宇

津
保

物
語
』

「
藤
原

の
君
」
に

は
、
貴
宮
を
懸
想
す

る
上
野
宮

が

「
よ
う
つ
に
思
ほ
し
騒
ぎ

て
、
陰
陽
師
、
覡
、

博
打
、
京
童
部
、
嫗
、
翁
、

召
し
集

め
て
」
、

そ
の
知
恵

で
協
力
を
仰
ぐ
条
が

あ

る
。
そ

こ
で
、

こ
の

『
大
鏡
』

「序
」

の
世
継

の
言
葉
に
は
十

分
な

信
憑
性
が
あ

　

り

　

　

　

　

づ
て
、
耄
碌
じ

い
な
ら

ぬ
旧
辞
見
聞

に
通
暁

し
た
古
老

の
性
格

が
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

世
継

は
、

「
水
尾

の
み
か
ど
の
お
り
お
は
し
ま
す
年

(
貞
観

十
八
年
く

八
七

六
V

)
の
正
月

の
望

の
日
」

に
生

ま
れ

た
と
い
う
が
(「
序
」

61
p
)
、

そ
れ
で
思

い
当

る
の
が

『
竹
取
物
語
』

で
あ

る
。

こ
の
物
語

は
貞
観
十

八
、

九
年

(
八
七

亠ハ
、
七
)
あ

る
い
は
元
慶

二
、

三
年

(
八
七

八
、

九
)

頃

に
成

立
し
た
と
考

え
ら
れ

る
か
ら
伽
諦
潮
繊
聾

薪
顛
、

丁
度
世
継

た
ち
の
出
生
時
代

が
こ
れ
に
あ

た

る
の
で
あ

る
。

一
体
、

『
竹
取
物
語
』

は

一
見

メ
ル

ヘ
ン
風
だ

が
、
実

は
ノ
ー
ヴ

ェ
ル
で
、

作
者

は
、
車
持
皇
子
と

か
大
伴
御
行

と
か
石

上
麻
呂

と
か
い

っ
た
藤
原

朝
人

の

名
を
借
り
、
貞
観
人

の
思
想

・
感
情
を
持

た
せ
て
、

そ
れ
ら
を

諷
刺
し
て

い
る

と
言
わ
れ

る
。
し

か
も
、
竹
取

の
翁

は
作
者
自
身

に
他

な
ら
ず
、
自
分

の
体
験

を
三
人
称

の
体
で
手
記

し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
作

品
な
の
で
あ

る
鋼
蜘
覦
既
姓
劭
。

そ

こ
で
、

『
大
鏡
』

が
藤
氏
執
政

の
批
判
性
を
有

し
、

か

つ
、

そ
れ
が

『
竹

取

物
語
』
成
立
期

に
出
生
時
代
を
設
定

さ
れ
た
、

と
て

つ
も

な
く
長

寿
の
翁

た
ち

に
よ

っ
て
語
ら
れ

る
こ
と
を
思

い
合
わ

せ
る
と
、

『
大
鏡
』

の
作

者
は
必
ず

や

『
竹
取
物
語
』
を
念
頭

に
置

い
て
そ
の
稿

を
成

し
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
予
測

さ

れ

る
の
で
あ

る
。

一
方
、
世
継

の
翁

た
ち
が
邂

遁
し
た

雲

林

院

は

『
竹
取
物

語
』

の
作
者

に
擬

せ
ら

れ
て
い
る
僧

正
遍

昭
が
貞
観
年
中

に
住

ん
で

、い
た
と

こ

ろ
で
あ

る
か
ら

毅
勤
諏
物
踊
評
、

彼
等

が
そ
こ
で
藤
氏

執
政

を
批

判
し
物
語

っ
た

の
も
、
あ

る
い
は

『
竹
取

物
語
』

の
時
勢

相
批

判

の
精
神

を
承

け

つ
い
で
仕
組

ま
れ

た
こ
と
が
推
測

さ
れ
て
購
細
秀
博
、

一
層
両
者

の
密
接
な
る
関
係
が
う
か
が

わ
れ
る
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

『
大
鏡
』

は

『
古
事

記
』

『
竹
取

物
語
』
た

脈
打

つ
旧
辞

の
伝
統

を
承
け

た
世
継

の
翁

の
語
り
を
主
と
し
た
長
編
で
あ
り
、
ま
た

『
竹
取
物
語
』

の
批
判
精
神

を
承
け

つ
い
だ
男
性
的
創
作
な

の
で
あ

る
。

こ
の
こ
と

に
よ

っ
て

も
、

『
大
鏡
』

が

『
栄
花

物
語
』

等

の
前

代
女
流
文
芸
に

一
見
非
連
繋
的
な

の
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あ

へ

は
、
作
者

が
こ
の
物

語
を

『
竹
取

物
語
』
等
天
暦

以
前

の
文

芸
作
品

に
よ
り
関

連
付
け

よ
う
と
し
た
結

果
に
他

な
ら
ぬ

こ
と
が
明

ら
か
に
な

る
の
で
あ

る
。

四

こ
こ
で
平
安
朝
文
学

を
展
望
す

る
に
、
女
流

作
家

と
し
て
、
弘
仁
期

に
は
、

有
智
子
内
親
王
、
貞
観
期

(六
歌
仙
時
代

)
で
は
小

野
小

町
が

い
る
が
、
嵯
峨

天
皇

・
空
海

・
都
良
香

・
小
野
篁

・
菅
原
道

真

・
文

屋
康
秀

・
在

原
業
平

・
僧

正
遍
昭

・
在
原
行
平

と
い

っ
た
錚

々
た
る
男

性
作
家

の
輩
出

に
は
遠
く
及
ば
な

い
。
ま

た
、
次

の
延
喜

・
天
暦
期

に
は
よ
う
や
く
伊
勢

・
本

院
侍

従

・
中
務
、

少

々
下

っ
て
道
綱

母

・
徽
子
内
親
王

が
頭
角

を
あ

ら
わ
し
て
、
次

の
空
前

の
女

流
文
芸
時
代

へ
の
先
駆

を
な
す

が
、

紀
貫
之

・
平
貞
文

・
清

原
深
養
父

・
藤
原

兼
輔

・
大
江
朝
綱
、
あ

る
い
は
梨
壷

の
五
人

等
、

男
性
作
家

は
依

然
と
し
て
多

い
。
寛
弘
期

に
な

る
と
、

は
じ

め
て
女
性

が
文

壇
に
君
臨
す
る

こ
と
に
な
り
、

・

世
界
文
芸
史
上

に
も
類

を
見

ぬ

一
時
期

を
現
出
す

る
。

賀
茂
保
憲
女

・
清

少
納

言

・
紫
式
部

・
和
泉
式
部

・
赤
染
衛

門

・
出

羽

弁

・
六

条

斎
院

宣
旨

・
小

式

部

・
菅
原

孝
標
女

・
成

尋

阿

闍

梨

母
等

々
枚
挙

に

い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
男
性
作
家

で
は
、
わ
ず

か
に
藤
原
公
任

・
大

江
匡

衡

・
能
因
法

師

・
藤

原

明
衡
等

の
名

が
通

っ
て
い
る
く
ら

い
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
次

の
院
政
期
に
な

る
と
、

『
栄
花
物
語
』
や

『
讃
岐
典
侍

日
記
』

等

の
女
流

著
作

も
あ
る
け
れ

ど
、
主
流
は
再
び

『
扶
桑
略
記
』

『
打
聞
集
」
『
今

昔
物
語
集
』
『
江
談
抄
』
『
今

鏡
』

『
梁
塵
秘
抄
』
等

の
男
性
著
作

に
な
る
。

こ
う

し
た
文
学
史
的

な
背
景

を
念
頭

に
お
い
て
、

も
う

一
度

、
『大
鏡
』
を
観

ず

る
と
、

『
大
鏡
』

は
そ
れ
自
体
男
性
的
著
作

で
あ

る
ば

か
り
で
な
く
、

こ
れ

が
目
指

し
た
と
こ
ろ
も
実

は
天
暦
期

以
前

の
諸
著
作

で
あ

り
、

そ
れ
は
寛

弘
期

を
中
心

と
し
た
文
芸

へ
の
反
発

・
批
判

と
も

と
れ
る
か
ら
、
女
流
文
芸

へ
の
反

発
、

つ
ま
り

は
男
性
文
芸

の
尊
奉

に
あ

っ
た

こ
と
が

一
層
は

っ
き
り
す

る
。
そ

れ
故
、

『
大
鏡
』

は
、
平
安
朝
初
期

の
、

男
性
的
文
芸
精
神

を
復
活
し
た
と
言

っ
ズ
施
過
言

で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

止
同
時

に
、
そ

の
こ
と
は
、
村
上

.
円
融

朝
以
前

の
文
学

が
比
較
的
実
録
的

で
あ

っ
た
の
に
、

一
条
朝

以
降

の
女
流
文
芸

の
主
流

が
「
作
り
物

語
」
で
あ
り
、

そ
の
全

盛
の
余
韻

か
ら
脱
け
出

し
得
な
か

っ

た

『
栄
花
物
語
』
等

に
対
す

る
反
発

か
ら
物
さ
れ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

る

で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、

『
大
鏡
』
を
古

め
か
す

と
い
う
こ
と
自
体

が
平
安
朝

物
語
文
芸

の
因
襲
的
手
法

か
ら
脱
け
出

し
得

な
か

っ
た
こ
と
を
物
語
る
し
、
身

近
な
存
在

の

『
源
氏
物
語
』
や

『
栄
花
物
語
』
等

に
、
様
式

上

・
内
容

上
密
接

「

不
離

の
関
係

に
あ
ら
ざ

る
を
得
な

か

っ
た
。

ま
た
当
時

の
読
者

の
嗜
好

の
ま
ま

に
説

話
的
な
題
材
を
も
駆
使

せ
ね
ば
な
ら
な

か

っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
天
暦
以
前

に

「
物

の
は
え
う

べ
う

べ
し
き
事

ど

も
」

を
観
じ
た
作
者
は
、

『
竹
取
物
語
』
を
は
じ

め
と
す

る
平
安
朝
前
半
期

の

男
性
的
文
芸
精
神
に
直
結
し
た

の
で
あ
り
、
そ

の
こ
と

は
、

『
大
鏡
』

の
文
芸

的
意
義

を

一
段
と
妙
な
ら
し
め

る
こ
と
か
と
思
う
。
そ
う
し

た
結
果

が
、
批
判

精
神

に
富

ん
だ
実
録
風
男
性
的

『
大
鏡
』
を
生
ぜ

し
め
、
も

の
の
あ

は
れ
風
女

性

的
な

『
栄
花

物
語
』
や
「
作
り
物
語
」
の
『
源
氏
物
語
』
等
と

の
好
対
照
を
生

ん

だ

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
時

の
轡

の
著
作

に
は
全
く
見
当
ら

ぬ
こ
と

で
『
大
鏡
』

の
独
自
性

は
、

い
わ
ば

こ
の
男
性
的
文
芸
精
神
ー
1
そ
れ
は
翁
精
神

と
も
言

っ

て
も
よ

い
が
ー
ー

の
再
興

に
あ

っ
た
と
も
考
え

る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

な
お
、

一
般
に
院
政
朝

の
諸
著
作
を
男
性
的
と
す

る
が
、
以
上

の

考

察

か

ら
、

根
本

は
作

者

の
性

別
で
あ

う
て
も
、
題
材
や
様
式
等

の
問
題
以
上

に
、
作

者

(作

品
)
が
男
性

的
文

芸
精
神

を
い
か
に
把
握

・
表
現
L
て

い
る
か
と

い
う

こ

と
に
、

一
層

の
重
要
さ
が
あ

る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
う
し
た
意
味
で

『
大
鏡
』

は
真

の
男
性
文

芸
と

い
う

こ
と

が
で
き

る
か
と
思
う
。
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